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家庭教育についての
相談はこちらまで。
お待ちしています。

今ある活動を生かすことで保護者の学習機会の継続を！

日頃は、家庭教育学級の開催にご尽力いただきありがとうございます。

家庭教育は、教育基本法や岐阜県家庭教育支援条例にもありますように、子どもの健全な成長の

基盤となる大切なものであり、父母等の保護者の自主的な判断に基づいて子どもに行われるもので

す。このため、保護者が孤立化してしまわないように学校、家庭、地域住民等が相互に連携して、

協力しながら、家庭教育学級という貴重な学びの場を継続することが求められています。

子どもを育てる親が家庭で自分らしい子育てや家庭教育の在り方を見つけていくためには、他の

人との学び合いが有効です。しかも、そうした学びのつながりは、子どもが育っている同じ地域や

同じ園・学校において、強いつながりとなります。そのため、子どもの健やかな成長のために、親

としての学びや育ちを応援することは、各市町や地域、園や学校が協力して行っていくことが重

要です。

西濃地区では、数年前から「持続可能な家庭教育」をテーマに取り組み、新型コロナ感染症がま

ん延していた時でも、園や学校職員の皆様、保護者の皆様の熱意と創意工夫により、家庭教育学級

が実施されています。新型コロナが感染症法の５種に移行してからは、親子のふれあい活動や給食

試食会、講演会など、会場開催の家庭教育学級が開催されています。

一方、岐阜県や各市町でも、親の学びや親子のふれあい場をつくり互いのコミュニケーションを

深めたり、子どもの基本的な生活習慣や自立心を養うための様々な取組をしています。各市町の保

健センターや子育て支援センターでは、食育や性教育などの教室や講座、イベントを開催していま

す。また、各地のNPO法人・各種団体は、こどもの居場所や学習場所を提供したり、こども食堂を

行ったりしています。

こうした様々な取組の情報を園や学校の保護者の皆様に情報提供することは、「持続可能な家庭

教育」の一助になります。また、そうした取組と連携することで、より多くの保護者に広げること

ができます。

各園・学校で授業や行事として行われている内容に、親も参加して学んだり、

親子協力して活動したりする場を作ることも、「持続可能な家庭教育」と言えましょう。

今月、来月の通信は、そういった事例を紹介いたします。

ぜひ、参考にしていただき、みんなで一緒になって「持続可能な家庭教育」に取り組んで

いきましょう！

「持続可能な家庭教育」のために



揖斐川町では、青少年町民会議「家庭部会」
が「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の取
組を進めてます。

養老町では「家族の絆・愛の詩」を冊
子にして取組の成果を広めています。

保護者会のない東江こども園では、海津市が実践
カードを人数分印刷して園に渡し、園は保護者へその
実施案内と実践カードを送付しています。
毎年、８月の１週間を使って、乳幼児の年齢に合わ

せた在宅取組型の家庭教育学級を行っています。

海津市作成「あった
かいきずないっぱい
カード」の取組を薦め
る保護者向け案内文

岐阜県では、「話そう！語ろう！わが家の約束」運動や「あったかい言葉かけ県民運動」を行っています。前
者の「約束運動」は、各園・学校主体で行っていただくことが多いのですが、揖斐川町では、青少年育成町民会
議「家庭部会」が「わが家のあったか約束」として町内すべての小学校の保護者に案内文と実践カードを配付し
ています。また、小学校４年生の取組シートのメッセージ部分をしおりにして各家庭に返すこともしています。
海津市は、約束運動の代わりに、「あったかい絆宣言」の取組を行っています。「あったかいきずないっぱい

カード」「ハグカード」「はみがきチャレンジカード」など幼児や小学校低学年が取り組むものから、情報モラ
ルにとしての取組カードなど、中学生までの年代に合わせた実践カードを作成し、園や学校に配付し、各家庭で
取り組んでいただいています。
また、養老町では独自に「家族の絆・愛の詩」に長年取り組み、親子の絆を再確認するできる機会をもってい

ます。

「持続可能な家庭教育」のために

揖斐川町青少年育
成町民会議作成「わ
が家のあったか約
束」の４年生の子ど
もと保護者に向けて
の案内文。



夏休みには、県の「家庭教育
について学ぶ動画」の中からい
くつか選んで紹介し、家庭での
学びの場を提供しています。

「あったかい絆宣言」の取組の結
果をお知らせしています。
保護者はスマホからのアンケート
に答えます。今は、グラフ化も自
動で行えるようになり、便利にな
りました。

「持続可能な家庭教育」のために

PTAの加入・非加入に関係なく
全保護者で取り組む

子どもたちによりよい学びと生活の環境をつくり、
育むためには、家庭と学校の連携が必要です。そのた
めに、家庭教育の充実、また、学校教育をよりよいも
のにするために、教職員と保護者が互いに学び合い、
相互理解を深めていくことが大切です。
日新中学校のPTA加入は全保護者ではありませんが、

４月の学校説明会の中で、全保護者にPTAが企画する
家庭教育学級への参加を呼び掛けています。家庭教育
は、PTAの加入・非加入に関係なく、大切だと考えて
みえるからです。食育講演会＋給食試食会、在宅で取
り組む海津市の「あったかい絆宣言」など、すべての
保護者に家庭教育の機会を保障しています。海津市も
学校もその活動を支援しています。
「あったかい絆宣言」のプリントには、「海津市は

みんな家族」という言葉があります。子どもの成長を
真ん中に据えて、学校・家庭・地域が絆を深める言葉
がけを進めています。これを受けて、日新中学校では、
持続的に家庭教育学級が全保護者対象に開催されてい
ることは、すばらしいことです。

表

「家庭教育学級だより」は、全保護者に
配付されます。

こんなこともやってます！

裏
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子どもたちの心の安定を、学校も家庭も同じように願っています。学校で取り組んでいることを、同じ
ように家庭でも取り組むことで、子どもたちは身近な大人に「ありのままを受け止められている」と感じ
ることが格段に増えてきます。

揖斐小学校では、学校全体で子どもの「望ましい行動」を見逃さず、ほめる、認める、価値づけることを
行っています。PTA子育て委員会では、学校に協力して、「ほめほめWeek」を開催しています。今年度は、
８月９日～１６日、11月９日～１６日の２回、子どもたちをほめ、「ほめた回数」「ほめた内容」をWebア
ンケートで収集し、保護者にお知らせしています。

「持続可能な家庭教育」のために

今回のワークショップは、授業参観の後に行い、テーマは、子
育て委員会の意向で、いじめをとりあげました。いじめられてい
るとき大人に援助を求めたり、いじめを知った時それを止めたり
誰かに伝えたりする援助ができる子どもを育てるには、子どもを
ありのまま受け入れる声掛けが有効です。
今回の講師は、一番身近な校長先生と教頭先生です。参加した

保護者は、ありのままを受け入れる声掛けの仕方を考えたり、感
想を交流したりして、それぞれの家庭での声掛けの仕方を振り返
りました。

校長先生は、朝の「いきいきタイム」で
全校児童に何回かに分けていじめについて
話をしています。いじめの加害者・傍観
者・被害者それぞれの心にどんなことが起
こっているか、また、それぞれができるこ
とは何かなど、具体的な例を使って子ども
たちに伝えています。その内容を保護者に
紹介していただきました。

教頭先生は、これまでにも、学校職員に対して、今回の内容
と同じように、声掛けの仕方を指導してみえます。望ましい行
動を増やすために、子どもの行動をありのまま受け入れ、上の
配布資料にあるような、フィードバック＋アイメッセージ＋リ
クエストの３つを使った声掛けの仕方を教えてもらいました。

【学校経営】

SWPBSで実現する
「いきいき揖斐小 居心地のよい学校」づくり
School-wide Positive Behavior Suppert
（学校全体で取り組むポジティブな行動支援)
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学校では、いじめについて、こんな詳しい
ことまでやってくれていてうれしいです。
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飛騨市立古川西小学校では、全学年が教科等の学習を通し、親子が一緒に活動する機会（時間）
を大切にしています。
例えば、２年生の年間計画（１０月）には、学習主題：「親子で挑戦！さつまいも料理」、学習内容：

「学校で収穫したさつまいもを各家庭において親子で調理する（取組用紙を活用）」と、位置づけら
れています。
保護者が授業に参加・参画する機会（時間）を位置づけ、親子の豊かなコミュニケーションを生み出す

きっかけを作っています。これは、学校の授業として行われていますが、家庭教育学級がめざすことと同
じです。

この取組は、１年間を通して学習する「総合的な学習の時間の親子の暑い夏の一コマ」です。学校の中
で子どもたちだけで学習を進めるのではなく、学習の場を地域に広げ保護者（家族）の皆さんが参加・参
画することで、親子（家族）の交流が生まれ、子どもたちの学びが膨らんでいきます。地域人としての保
護者（家族）の経験や知恵を活かし、何を学ぶかだけでなく「どのように学ぶか」を大切にしている取組
がすばらしいです。
２月には、学習のまとめとしての学習発表会（授業参観）が計画されています。

「持続可能な家庭教育」のために

６年生の例

飛騨地区家庭教育応援通信「飛騨っ子」より

飛騨地区家庭教育の紹介 ～親子で地域のよさを探検する～



中学生が乳幼児学級のお手伝い
今回美濃市で行われた乳幼児学級は、公民館主事さんや主任児童委員さんが中心となり、公民館主催

で初めて開催されました。夏祭りなどで中学生のボランティアをお願いしていた関係もあり、公民館主
事さんが地元の中学校に働きかけ、託児ボランティアを募りました。
西濃地区家庭教育応援通信（Ｎｏ３令和６年６月３日発行）で紹介させていただいたように、岐阜県

には、命の大切さを学ぶために、妊婦さんや乳幼児と触れ合う体験を行っている中学校があります。乳
幼児と触れ合う体験を通して、中学生は自分の小さなころと重ね合わせ、「自分が世界でたった１人の
大切な存在」であることを実感します。中学生は、乳幼児と触れ合うという貴重な体験をし、お母さん
方は、お子さんから離れ、子育てについて学んだり、話したりする時間をもってリフレッシュしました。
こうしたWin＆Winの子育て支援は、現在進められている「地域学校協働活動」の１つの在り方を示して
います。

小さな子のお世話に慣
れていない中学生は、最
初の十分間ぐらい、お母
さんといっしょに子ども
たちと遊びます。
そのあと、お母さん方

は子どもたちと離れ、と
なりの部屋で行われる乳
幼児学級に参加しました。
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「持続可能な家庭教育」のために

美濃地区家庭教育の紹介 ～子育て講話＆座談会～

中濃地区家庭教育学級長さん応援つうしん「かてきょー」より
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